
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 名 等 下呂市立宮田小学校 

実 施 日 時 令和５年１２月９日（土） 

会 場 下呂市立宮田小学校 

参 加 人 数 約１００名 

学習課題（分野） 家族の大切さ 

運営者の願い 

テーマ：まるごと一日家庭教育 
コロナ禍でなかなか取り組むことができなかった全校の児童・保護
者がまるごと触れ合い楽しむ時間をつくりたい。また、いのちの大切さ
について、全校の児童・保護者・職員・地域の方々で学ぶ機会をつく
り、地域みんなで家庭教育を進める気運を高めたい。 

学 習 の 内 容 

＜一日の流れ＞ 

① １０：００～11：40    モルック体験と親子ふれあいレクリエーション（４５分交代） 

② １１：５０～１２：５０    昼食（親子でつくるおにぎりの日） 

③ １３：００～１４：３０    講演会（テーマ：いのちの誕生） 

 

＜取組の方法＞ 

① 親子ふれあいレクリエーションとモルック体験を交代して体験する。 

② 親子でつくってきたおにぎりを食べる。 

③ 全校の親子、職員、地域の方々で講演会を視聴する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜PTA会長＞ 

・本校の強みは『保護者・地域の皆さんのあたた

かいつながりがあるところ』だと改めて理解できま  

した。 

＜PTA学級委員長＞ 

 ・コロナ禍が明け、親子で楽しむ時間をまるごと 

  つくりたかった。みんなが「いいね！」と協力し実 

                                 現できたことが嬉しいです。 

＜校長先生＞ 

・講演会で感じた一人一人の思いを大切に、自分の弱さも強さもそのまま伝え合うこと 

ができる宮田っ子であってほしいです。 

学校行事参加型＋体験活動参加型＋講演会型（小学校） 

保護者が集まる機会を最大 

限に活用 

 

◎親子体験活動、昼食、講

演会の全てに家族の大切

さを感じたり学んだりでき

るよう工夫している。 

 

◎保護者と先生方が連携

し、活動する時間や場所等

を上手く組み合わせ、一日

の学習内容をつくってい

る。 

地域の方々との連携 

 

◎身近な下呂市リクリエー

ション協会の方々が講師

となり、親子のふれあい活

動を楽しく進めている。 

 

◎講演会には、地域の方々

にも参加を呼びかけ、地

域みんなで家庭教育を大

切にしようとする気運を高

めている。 

PTA学級委員長さんの願

いを保護者皆さんで共有 

 

◎PTA学級委員さんの思い

を保護者・先生方皆さん

が理解し、協力し合って実

現している。 

親子ふれあいレクリエーション 

～今晩のすき焼きをつくろう～ 

ジャンケンに勝ったら、箱の中にある

カードを引き、すき焼きの具材を集める

ことができます。 

モルック（フィンランドで開発）体験 

家族が交代しながらモルック棒を投

げ、１２本の木片（スキットル）を倒し得点

を競い合います。 

講演会 

講師の方が「命」に関わる幅広い経験

と学びを音楽・映像・書で伝えられました。 


